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論 文 内 容 の 要 旨

目的

網膜色素上皮細胞 (以下 RPEと略す)が,視細胞外節を貧食する事によって網膜の機能を正常に保つ

上に重要な役割を果していることが Youngらの報告によって明らかにされて以来,この細胞の食作用に

対する関心が高まってきたO今日迄に種々の物質を用いて,この細胞の食焼能が検索され 殆んどすべて

の物質がこの細胞によって取り込まれる事が確かめられてきた｡しかし細菌は例外的に RPEによって選

択的に会食されない,という報告が invivo,invitr0両系においてなされている｡

われわれは,純粋培養された RPEの会食能をポリスチレン,ラテックス球 (以下PLと略す)および

黄色ブドウ球菌 (以下プ菌と略す)を用いて検討した｡

方法

7-9日卵ニワトリ肱から純粋培養したRPEに,生きたプ菌,2%グルタールアルデヒドにて国定し

たプ菌,PL球を会食させ,その細胞内取り込み量を光学顧徴鏡下に算定し, さらに貧食の過程および細

胞内の異物につき走査型,透過型電子顕微鏡を用いて観察した｡

結果

RPEが､inviiro,invivoともに細菌を選択的に貧食しないという,これ迄の報告に反し,われわれの

実験ではブ菌は明らかにRPE内に取り込まれ,しかも生きた菌の摂取率は固定菌やPL球に比べ高値で

あった. また,走査電子顕倣鏡による観察では,貧食される異物の表面で microvi]Lが流動的に変形し,

異物を胞体内に取り込む様子が明らかにされた｡また,細胞内に入った生きたブ菌は増殖する事が確認さ

れた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

網膜色素上皮細胞の会食能に注目されてから20余年,多くの研究がなされて来たoその内,in-vitreで

-426-



の実験の多くは,この細胞を脈絡膜と共に数時間生かしておくという意味での培養であり,純粋にこの細

胞のみを継代培養したものではなかった｡網膜色素上皮細胞を純粋培養することは,他の組織の影響,坐

体からの影響を除外し,この細胞の性質のみをとらえられる点,更には,実験環境を容易に作り得る点で

大変有意義である｡

本研究は,網膜色素上皮細胞を純粋培養し,形態学的に観察し,この細胞が生体の細胞と大変額似した

ものであると確認し,網膜色素上皮細胞の実験材料として適切なものであるとの確信を得た｡

ついで本研究は, ラテックス,および細菌をこの細胞に会食させ,会食に伴なうmicroviuiの役割を

走査電顕所見から明示し,更に,これ迄,細菌は,invivo,inviiro共に網膜色素上皮細胞により貧食さ

れないとの報告と異なり,細菌も貴食され得ることを確認した｡

以上は網膜色素上皮細胞の性質に閑し,新知見を加えたものである｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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